
置

ぅモ竺こニ旦と喧Z堅霧饂
■気分は砂の芸術家（大貫小海岸清掃＆砂の造形）

宣
●安全でおいしい水をお届けするために

●災害に備えて 一我が家の危機管理

マニュアル風水害編一
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蛇
口
を
ひ
ね
る
だ
け
で
出
る
水
。
簡
単
に
手
に

入
り
す
ぎ
て
、
と
も
す
れ
ば
空
気
の
よ
う
に
感
じ

て
し
ま
う
水
。
け
れ
ど
も
、
水
源
と
し
て
使
え
る

水
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
水
を
お
使
い
い
た
だ
＜

た
め
、
快
適
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
水
と
賢

く
つ
き
あ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

配
水
の
し
く
み

安
全
の
管
理

゜

町
で
は
、
現
在
、
地
下
水
を
水
源
と
し
た
夏
海

浄
水
場
と
大
貰
浄
水
場
に
加
え
、
県
の
中
央
広
域

水
道
用
水
の
供
給
を
受
け
、
こ
れ
を
配
水
す
る
中

央
配
水
場
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
か
ら
町
内
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ

た
配
水
管
を
通
し
て
年
間
約

3
2
7
万
3m
の
水
を

各
家
庭
に
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

安
全
で
お
い

し
い
水
を
各
家
庭
に
給
水
す
る
た

め
に
町
で
は
24
時
間
休
制
で
運
転
管
理
を
し
て
い

安
全
で
4

い
し
い
水

を
お
届
け
す
る
た
め
に

■平成ll年度水道使用量
（万ポ）＇

35 

30 

25 

20 

306 

334 三
297 

漏
水
の
調
査

4
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月

1
月

12
月

1
月

10
月

2
月
3
月

ま
す
。
ま
た
水
源
か
ら
各
家
庭
の
蛇
口
に
至
る
ま

で
常
に
安
全
な
水
を
供
給
で
き
る
よ
う
水
質
の
安

全
管
理
に
も
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

布
設
か
ら
長

い
年
月
の
た

っ
た
水
道
管
は
水
漏

れ
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
道
管
か

ら
の
水
漏
れ
は
、
水
の
ム
ダ
使
い
と
な
る
ば
か
り

で
な
く
道
路
の
陥
没
な
ど
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

漏
水
を
早
め
に
発
見
す
る
た
め
に
町
が
委
託
し
た

漏
水
調
査
業
者
に
よ
り
主
に
配
水
管
、
給
水
管
、

止
水
栓
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
に
調
査
員
が
お
伺
い
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

2000.8.7 広報おおあらい (2) 



じゃ口の開け閉めは
こまめに…！！
じゃ口をちょっとひねっただ

けでも、想像以上の水が出

ます。じゃ口は必要に応じて、

こまめに開け閉めをして、使

い終ったらしっかりと閉める

ようにしましょう。

洗濯は、まとめ洗い
とためすすぎを…！！
洗濯物をためすすきにする

と1回当り100Qですむ水も、

流しすすぎだと2倍以上使

うことになります。

’―./ 

歯みがきは、コップや
容器に汲んでから…！！
コップ3杯ですむ歯みがきも、

1分間流しっぱなしにすると

約6£ の水を使うことになり

ます。

風呂の水も再利用
家庭の浴槽は約200Qの

水が入っています。残り湯

は洗濯・掃除・まき水などに

再利用するよう心がけまし

ょう。

三ーニユ—亡一
（
 

シャワーは、こまめ
に止めて…！！
シャワーの流しっばなしは、

水を沢山浪費します。こま

めに閉めるようにしましょう。

洗車は、バケツ洗い
バケツ洗いならば5杯です

む洗車も、ホースでの流し

洗いでは30杯以上使うこと

.• になります。

〇
料
金
の
納
入
は
口
座
振
替
が

便
利
で
す

「
水
道
料
金
の
お
知
ら
せ
票
」

(3) 

す
。

広報おおあらい

合 水
道
の
手
続
き
や
届
出

転
入
及
び
転
出
等
が
あ
っ
た

場
合
は
、
水
道
の
使
用
開
始
・

休
止
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

直
接
水
道
課
窓
口
で
印
鑑

（
認
印
可
）
持
参
の
上
、
手
続

き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

問
合
せ
／
水
道
課
業
務
係

-
2
6
7
)
5
ー

2
5

水
道
料
金
の
納
入

料
金
の
納
入

1
月
に

一
度、

口
座
振
替
・
納
入
通
知
書
・
集

金
の
方
法
で
行
わ
れ
て
い
ま

0
水
道
の
所
有
者
や
使
用
者
が

変
わ
る
と
き

〇
納
入
通
知
書
等
の
郵
送
先
が

変
わ
る
と
き

0
長
い
間
、
水
道
を
使
用
し
な

い
と
き

〇
家
の
取
り
壊
し
な
ど
で
水
道

を
廃
止
す
る
と
き

〇
引
っ
越
し
の
と
き

0
家
を
新
築
し
た
と
き

ん

こ
ん
な
時
に
届
出
が
必

要
で
す

※
電
話
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ

水
道
課
で
も
受
付
け
て
い
ま

す
。

と
通
帳
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、

町
内
の
金
融
機
関

・
郵
便
局
の

窓
口
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

使
用
開
始
及
び
休
止
等

の
申
込
み ‘̀l
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園
水
害
に
備
え
る

風
水
害
は
、
台
風
、
長
雨
、
低
気
圧
、
集
中
豪

雨
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
り
発
生
し
ま
す
。

特
に
台
風
は
、
主
に
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
毎
年

日
本
列
島
に
上
陸
し
、
強
風
や
大
雨
で
、
浸
水
、

が
け
崩
れ
、
土
石
流
な
ど
の
大
き
な
被
害
を
日
本

の
各
地
に
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

ふ
だ
ん
か
ら
風
水
害
を
ふ
せ
ぐ
た
め
に
で
き
る

こ
と
を
心
が
け
、
気
象
情
報
に
も
注
意
し
て
災
害

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

. -
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台
風
や
豪
雨
な
ど
に
よ
る
風
水
害

は
、
対
策
い
か
ん
で
最
小
限
に
止
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
気
象
情
報
に

は
十
分
注
意
し
て
、
早
め
の
備
え
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
気
象
情

報
で
使
わ
れ
る
言
葉
を
正
し
く
理
解

し
、
あ
わ
て
す
に
予
防
対
策
を
立
て

ま
し
ょ
う
。

気
象
情
報
は
、
災
害
の
起
こ
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
き
に
発
表
さ
れ
ま

す。

「注
意
報
」
は
比
較
的
軽
度
の

災
害
が
起
こ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

場
合
に
、
「
警
報
」
は
、
大
き
な
災

害
が
起
こ
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
に
発

表
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
気
象
台
で
は
、

県
を
区
分
け
し
て
発
表
す
る
場
合
も

あ
り
、
大
洗
町
は
「
北
部
」
又
は

「県
央
地
域
」
に
該
当
し
ま
す
。

■台
風
情
報
の
聞
き
方

台
風
は
、
強
風

・
大
雨
の
両
方
、

又
は
そ
の
ど
ち
ら
か
を
伴
う
「
低
気

圧
」
で
す
。
「大
き
い
」
「
強
い
」
な

ど
と
規
模
を
表
す
言
葉
が
つ
い
て
い

て
も
い
な
く
て
も

「破
壊
的
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
か
わ
り
は
な
い
」
と
言
う

点
が
大
切
で
す
。

■
「
注
意
報
」
と
「
警
報」

気
象
情
報
を

正
し
く
理
解
す
る
た
め
に

集
中
豪
雨
な
ど
の
風
水
害
の
危
険

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
事
前
の

準
備
や
安
全
行
動
が
不
可
欠
で
す

が
、
加
え
て
我
が
家
の
周
辺
が
ど
ん

な
土
地
な
の
か
を
知
っ
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
特
に
造
成
地
や
傾
斜

地
な
ど
に
住
ん
で
い
る
場
合
、
状
況

に
応
じ
て
速
や
か
に
避
難
す
る
と
と

も
に
、
日
頃
か
ら
危
険
箇
所
に
は
十

分
な
対
策
を
講
じ
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

■浸
水
常
襲
地
域
の
警
戒

近
所
の
協
力
の
も
と
、
河
川
の
増

水
や
出
水
状
況
の
観
察
し
、

土
の
う

を
用
意
し
浸
水
対
応
を
急
ぐ
こ
と
が

大
切
で
す
。

■被
害
を
避
け
る
ポ
イ
ン
ト

六雨・鯛中豪雨のボ

t 狭
い
範
囲
の
地
域
に、

突
然
、
短
時
間
に

「滝
の

ょ
う
に
降
る
」
雨
の
こ
と

で、

予
測
や
予
報
の
で
き

な
い
大
雨
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
町
で
も
平
成
1
年

10
月
に
時
間
雨
量
83
ミ
リ

の
記
録
的
な
大
雨
が
降

り
、
浸
水
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

■集
中
豪
雨
と
は

■塵
く
す
れ
・
地
す
べ
り

崖
く
す
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
前
ぶ

れ
が
あ
り
ま
す
。
見
の
が
さ
な
い
よ

う
注
意
し
、
す
ば
や
く
避
難
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
地
域
の
過

去
の
体
験
事
例
を
生
か
す
こ
と
も
重

要
で
す
。

崖
く
す
れ
の
前
兆

・
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
る

．
が
け
に
裂
け
目
が
で
き
る

．
が
け
か
ら
水
が
湧
き
出
る

地
す
べ
り
の
前
兆

地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

陥
没
や
隆
起
が
生
じ
る

避
難
勧
告
、
避
難
指
示

町
で
は
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る

人
的
被
害
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
、
災
害
の
発
生
が
予
測
さ
れ

る
地
域
の
住
民
に
「
避
難
勧
告
」

「
避
難
指
示
」
を
発
令
し
ま
す
。
そ

の
際
は
、
防
災
無
線
や
広
報
車
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
勧
告
・
指
示
が
発

表
さ
れ
た
と
き
は
、
近
く
の
公
民
館

や
学
校
な
ど
に
避
難
し
て
く
だ
さ

ヽ
゜
し

問
合
せ

生
活
環
境
課
原
子
力
防
災
係

6
0
2
9
(2
6
7
)
5
1
1
1
 

内
線
2
4
6
.
2
4
7
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1 わが家の備えアイテム 1 

●アンテナなどのポールや樹木の支線の補強

●板塀の補強

●雨戸や窓の補強、ガラスのガー ド

●懐中電灯の用意

●ラジオや懐中電灯の予備電池の点検

●農薬などの危険物の漏出防止

●飲料水、食品、燃料など緊急用品の点検

●床下浸水に備えて家財道具の移動

●が（プ、傾斜地、造成地では外の気配に注意

●洗濯、ふろの水の入れ替えなど多量の排

水は控える

●町の広報を聞き漏らさないようにする

●高齢者等の避難のための用具（車椅子や

リヤカーなど）の用意 （ 

①降る雨が流れ去らす、土中にしみ込み

もせす、蒸発もしないでそこにたまっ

ていくとしたとき、その深さの数値を

ミリメートルで表して「雨量」として

います。

②1時間で20ミリを超える雨は、被害

が出始める雨降りの状態です。

③雨量は通常、 1時間あたりの雨量をI青

報と して発表しています。

15ミリ 雨が降っているとわかる程度

やや強い雨 の降り方です。

15~20ミリ 雨音で話し声が通じにくい状
態です。

強い雨 水たまりができます。

20~30ミリ バケツをひっくり返したよう
などしゃ降りです。大雨注意

激しい雨 報が発表されます。

30~50ミリ 「滝のような」もうれつな雨が
非常に激しい 降ります。 ‘、

在全確認はしつガりと！
①プロパンガスポンベに異常はないか？

安全確認まで、たばこやその他の火気は厳禁です。

②危険物の漏れ出しはないか？

発見したら周りに注意を呼びかけ、必要に応じて

消防等へも通報して適切に処理しましょう。

③その他

屋根瓦やアンテナなど頭上の危険物は除去しまし

よっ。

電線の断線がないか確認。発見したら電力会社へ

通報しましょう。

衛生対策は十分（こ！
①浸水後は、床下、庭、家の周りを消毒しまし

よっ。

消毒する場合は、 役場へ連絡してください。

②床上浸水があった場合は、畳や食器棚、食器

類、その他家具調度品をクレゾール石けん液

で十分に拭きます。また、日光消毒も十分に

しましょう。

③井戸のなま水は飲まないようにしましょう。

(5) 広報おおあらい 2000.8.7 
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大
洗
の
夏
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
の
＿
つ
八
朔
祭
が
8
月
26
日
（
土
）
、

27

日
（
日
）
の
2
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

8
月
26
日
の
前
夜
祭
に
は
、
山
車
が
町
内
を
練
り
歩
き
、

27
日
に
は
荒
磯

神
輿
、
山
車
巡
行、

磯
節
パ
レ
ー
ド
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
も

歩
行
者
天
国
（
曲
松
＼
大
貫
商
店
街
）
を
実
施
し
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
こ
家
族
そ
ろ
っ
て
、
ぜ
ひ
、

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

9)、

禁
▼
三
基
の
山
車
を
巡
行
し
ま
す
。

▼
歩
行
者
天
国
（
曲
松
、
金
沢
、

通
町
、
永
町
、
髭
釜
町
、
大
貫

町
商
店
街
）

15
時
か
ら
21
時
ま
で

▼
歩
行
者
天
国
イ
ベ
ン
ト

ロ
ア
イ
ア
ン
キ
ッ
ズ
ビ
レ
ッ
ジ

口
町
民
吹
奏
楽
団
演
奏

□大
漁
焼
き

・
大
道
芸

D
子
供
広
場

D
勝
手
に
の
ど
自
慢

口
お
も
し
ろ
科
学
実
験
教
室

ロ
ス
ト
ラ
イ
ク
ア
ウ
ト

□エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

口
体
操
教
室

D
カ
ツ
オ
叩
き

口
子
供
神
輿

ロ
野

点

似

顔

絵

・
大
道
芸

ロ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

□カ
ツ
オ
叩
き
＆
ス
テ
ー
キ

□オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ク
ラ
ッ
カ
ー

ロ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験

□C
D
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
製
作

口
は
ま
ぐ
り
焼
き

・
八
朔
焼
き

口
手
打
ち
そ
ば
づ
く
り

口
町
民
吹
奏
楽
団
演
奏

口
生
バ
ン
ド
・

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

口
か
る
め
焼
き

□大
道
芸

口
飴
細
工

ロ
フ
ァ
イ
ナ
ル
花
火

口
生
バ
ン
ド

口
開
催
セ
レ
モ
ニ
ー

・
コ
ー
ラ
ス

口
青
空
デ
ィ
ス
コ

・
屋
台
村

口
流
し
そ
う
め
ん

ロ
サ
ン
バ

・
バ
ン
ド

口
で
き
た
て
市

ロ
ジ
ャ
ン
ボ
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル

口
浴
衣
ハ
ン
タ
ー

口
商
店
街
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

口
氷
の
彫
刻
・
大
道
芸

口
縁
台
将
棋

ロ
ス
リ
ッ
パ
コ
ル
フ

ロ
ベ
っ
こ
う
飴
細
工

□カ
ラ
オ
ケ
大
会

□氷
溶
ゲ
ー
ム

□オ
ー
プ
ン
フ
ァ
フ
ァ

ロ
ジ
ャ
ン
ボ

・
ガ
ラ
ポ
ン

ロ
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド

口
で
き
た
て
市

問合せ

大洗町商工会

合 (266)1711 

| l＼糊祭l＼レード(8目27日） 歩行者天国
山車（角ー）

荒磯神輿

磯節パレード

山車（漁協）

曲かり松

15: 00 

15: 30 

16: 00 

19: 00 

大

大洗高校マーチングバンド 18

サンバパレード 18 

山車（青団連） 19 

貫

2
0
3
0
0
0

永

15 

16 

16 

19 

町

3
0
0
0
4
0
3
0
髭釜

19 : 00 

19 : 20 

19: 30 

髭釜

16 : 30 

17: 00 

17: 30 

大

17 

17 

18 

貫

30 

30 

20 

永町

19: 30 

20: 00 

20: 00 

18 00（新道）

2000（永町）→21:00（曲がり松）

曲がり松

20: 00 

20: 20 

21 : 00 

2000.8.7 広報おおあらい (6) 



我が町に活気あふれる暑い夏が訪れた。今年も夏の恒

例イベント、ビーチバレーin大洗を盛大に開催した。広
い砂浜に設けられた専用のコー ト、色とりどりの水着で

砂にまみれてボールを拾う選手たち。真夏の太陽の下、

熱心に応援する観客。夏の暑さを吹き飛ばすような選手

たちのプレーにスポーツの素睛らしさを感じた。

この時期、中学総体県大会が開催され、 ー中野球部が

優勝、南中柔道部が準優勝の快挙を成し遂げ、関束大会

へのキップを手にした。そのほかの種目においても郡大

会、中央地区大会、県大会を通じて一中、南中ともすば

らしい成績を残しました。

素晴らしい自然環境のもとで、スポーツに親しむ子供

たち。厳しい練習や試合の中でお互いに支えあう心、努

力することの大切さ、礼儀作法などが培われる。これは、

指導者の熱意や地域の方々のサポートによる成果である

と感じています。

また我が町は、野球殿堂入りを果たした故石井藤吉郎

さんや元プロ野球選手の大久保博元さん、プロ野球選手

の井川慶さん、柔道の金メダリスト関根忍さん、バレー

ボールの加藤きよみさんなど多くのスポーツ選手を踏出

しています。

今年はオリンピックイヤー、9月15日からシドニー

オリンピックが開催されますが、将来オリンピックのよ

うな大きな舞台で我が町出身の選手達が活躍する一。夢

は大きくひろがります。

子
供
た
ち
の
熱
い
夏

ー
中
学
校
総
体
の
好
成
績
に
思
う
ー

゜
。

大
洗
町
長
小
谷
隆
売

◄

小
谷
町
長
に
県
大
会

褪
勝
の
報
告
を
す
る

一
中
野
球
部

茨
城
県
建
築
士
会
大
洗
支
部
（
小
野

瀕
喜

一
支
部
長
）
が
、
去
る

7
月
ー
日

に
違
反
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し

た
。こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
違
反
建
築
物

の
早
期
発
見
と
違
反
建
築
を
防
止
す
る

た
め
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今

回
は
13
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
員
は
2
班
に
分
か
れ
、
町
内
全
域

の
建
設
中
の
住
宅
を
中
心
に
巡
回
し
、

申
請
の
有
無
や
表
示
板
の
掲
示
の
有
無

等
を
現
地
に
て
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県
建

築
指
導
課
に
報
告
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
違
反
建
築
を
な
く
し
、
住

み
よ
い
街
づ
く
り
に
こ
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

遍
反
建
築
を
な
く
し

住
み
よ
い
ま
ち
つ
く
り
に
こ
協
力
を

r
 .

.

 

’
 

（
 

大洗町長選挙
9月10日投票

‘、ヽ

任
期
満
了
に
伴
う
大
洗
町
長
選
挙

が、

9
月
10
日
闘
に
行
わ
れ
ま
す
。

▼
投
票
の
で
き
る
方

満
20
歳
以
上
（
昭
和
55
年
9
月
日
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
町
の
住

民
基
本
台
帳
に
引
き
続
き
3
ヵ
月
以

上
（
平
成
12
年
6
月
4
日
以
前
か
ら
）

登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

▼
投
票
時
間
は

午
前

7
時
か
ら
午
後

8
時
ま
で
で

す
。

▼
入
場
券
は

投
票
所
入
場
券
は
郵
送
い
た
し
ま

す
。
当
日
投
票
所
に
行
く
際
に
は
、

入
場
券
と
投
票
所
の
確
認
を
お
忘
れ

な
く
。

▼
「
不
在
者
投
票
」
の
こ
利
用
を
！

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
・
レ
ジ
ャ
ー

に
行
く
、
な
ど
の
理
由
で
当
日
投
票

で
き
な
い
場
合
は
｀
「
不
在
者
投
票
」

と
い
う
方
法
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
「
不
在
者
投
票
」
の
期
間
と

投
票
場
所
は

9
月
5
日
図
か
ら
9
月
9
日
出
ま
で

毎
日
｀
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
8

時
ま
で
役
場
ー
階
住
民
ホ
ー
ル
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
町
選
挙
菅
理
委
員
会

事
務
局
（
役
場
総
務
課
内
）

6

(
2
6
7
)
5
l
l
l
 

内
線
2
3
3
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••• 
葬
列
に
農
婦
＿
礼
麦
の
秋

新

町

酒

井

省

三

は
く
し
ゅ
う

〔
評
〕
麦
の
秋
、
つ
づ
め
て
麦
秋
。
映

画
の
題
名
に
も
な
っ
た
。
初
夏
の
新
緑

と
黄
熟
し
た
麦
畑
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

は
、
古
来
幾
多
の
絵
画
の
素
材
に
も
な

っ
て
い
る
。
い
ま
麦
畑
の
畦
路
を
静
か

に
進
行
す
る
葬
列
に
向
っ
て
、
麦
刈
り

を
し
て
い
た
農
婦
が
立
ち
上
が
っ
て
、

深
々
と
一
礼
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。

父
よ
り
も
母
似
の
白
き
髪
洗
ふ

永
町
浅
見
三
千
子

〔
評
〕
朝
シ
ャ
ン
な
る
新
語
が
生
れ
て

久
し
い
の
で
、
蛙
洗
ふ
と
言
う
夏
の
季

題
も
何
や
ら
影
が
薄
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
は
残
念
で
あ
る
。
洗
い
底
翌
を
鏡
台

に
映
し
見
て
、
ほ
つ
ほ
つ
と
目
立
つ
白

髪
に
、
矢
っ
張
り
私
は
母
似
な
ん
だ
と
、

少
し
誇
ら
し
げ
に
母
を
、
そ
し
て
父
を

想
起
し
て
い
る
の
だ
。

雨
や
ん
で
大
路
地
小
路
地
ほ
と
と
ぎ
す

桜

道

真

田

静

子

〔
評
〕
わ
が
町
に
こ
こ

一
、
二
年
め
っ

き
り
渡
来
の
数
の
増
え
た
ほ
と
と
ぎ
す

が
、
雨
上
が
り
の
街
空
を
一
羽
、
鳴
き

な
が
ら
翔
ん
で
ゆ
く
。
大
横
町
と
言
わ

す
細
路
地
と
言
わ
す
、
高
々
と
鳴
き
渡

っ
て
い
つ
や
む
と
も
知
れ
ぬ
。
そ
の
鳴

嫌
壇

し
た
た

登
り
ゆ
く
裏
参
道
に
滴
れ
る

新
町
岸
和
田
和
子

〔
評
〕
日
盛
り
の
表
参
道
を
避
け
て
、

木
陰
の
裏
参
道
を
登
っ
て
ゆ
く
と
、
傍

ら
の
石
垣
の
間
か
ら
滴
り
落
ち
る
山
清

水
。
そ
こ
は

一
山
の
霊
気
が
凝
縮
し
て

お
る
よ
う
な
涼
し
さ
だ
。

父
の
日
も
無
か
り
し
父
の
墓
参
る

明
神
町
小
松
崎
美
代

〔
評
〕
母
の
日
が
あ
る
か
ら
に
は
、
父

の
日
も
あ
る
べ
き
だ
と
し
て
、

一
九
四

0
年
米
国
基
督
教
会
を
中
心
に
始
ま
っ

た
行
事
で
あ
る
。
当
然
我
が
国
と
し
て

は
日
が
浅
く
、
父
に
感
謝
の
贈
り
物
を

す
る
こ
と
も
無
か
っ
た
と
悔
み
、
詫
び

な
が
ら
墓
を
洗
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

う
す
れ
ゆ
く
夢
の
端
よ
り
ほ
と
と
ぎ
す

髭

釜

川

崎

京

子

〔
評
〕
真
夜
の
臥
床
の
中
、
目
覚
め
か

け
て
夢
と
う
つ
つ
の
境
に
あ
る
と
き
、

血
を
吐
く
よ
う
な
と
言
わ
れ
る
こ
の
鳥

の
鳴
き
声
に
夢
は
還
退
き
、
や
が
て
正

気
を
取
戻
し
た
耳
に
、
尚
嗚
き
続
く
ほ

と
と
ぎ
す
の
声
が
、
い
つ
ま
で
も
聞
こ

え
て
く
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の

き
声
は
「
て
っ
ぺ
ん
か
け
た
か
」
、
「
東

京
特
許
許
可
局
」
等
。

●
使
格
亀
泉
進

み
ん
な
の
ひ
ろ
は

っ

蕗
の
葉
に
梅
雨
入
の
雨
の
落
つ
る
音

桜

道

上

野

君

枝

梅
雨
の
夜
の
汽
笛
重
々
し
き
船
出

祝

町

今

川

う

め

落
梅
の
踏
む
に
は
惜
し
き
路
地
の
朝

祝

町

今

川

晟

う卯
浪
立
つ
岩
礁
に
鵜
の
群
れ
て
を
り

髭
釜
清
水
拡
一
朗

い
ち
は
つ
一
八
の
曇
る
は
淋
し
白
一
重

新

町

加

藤

宗

牡
丹
散

っ
て
大
地
に
色
を
重
ね
け
り

夏
海
大
貫
千
代
子

夜
の
雷
雨
友
の
運
転
気
に
し
つ
つ

蔵

前

田

山

佳

風

雷
の
大
き
く
鳴

っ
て
梅
雨
に
入
る

束

光

台

田

中

勝

枝

老
鴬
の
歓
迎
も
あ
り
山
の
駅

東

光

台

大

川

た

か

鳥
は
口
中
が
朱
い
の
で
、
昔
か
ら
鳴
き

な
が
ら
血
を
吐
く
と
言
わ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。

こ
ろ
も
が
え

＿
段
と
娘
め
く
子
の
更
衣

金

沢

猿

田

俊

子

〔
評
〕
孫
娘
で
あ
ろ
う
。
夏
衣
に
着
替

え
て
い
る
様
子
を
、
そ
れ
と
な
く
眺
め

な
が
ら
あ
れ
こ
れ
と
話
し
か
け
て
い
る

の
だ
が
、
そ
の
応
答
に
も
め
っ
き
り
娘

ら
し
さ
が
滲
み
出
て
、
祖
母
を
嬉
し
が

ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

和田遥暉くん

虔じ

内山 温子ちゃん

｀ 

ほ
</-,0
匡
ー
示
ツ

、予
-｀ ・ラ 第

i ] [ 

川上

． 
藤井

円華ちゃん

屯

玲菜ちゃん
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ー
し
て
ス
イ
カ
を
，
＿
＿偲
笏
商
品
＇
に
は

た

ー

「うらやましい！」 Z1co 

大
洗
の
四
司
万
5
ン
テ
ス
ト
＠

「磯節の港」 高山

足立

゜

光雄

わ戸 あらた

和由 新＜ん
（永町16区の2 2歳9カ月）

お父さん 守 お母さん くみ子

「5オちがいのお兄ちゃんと毎日元気にケン
力しています」

ア
イ
ド
ILI・

せきぐち はやて

関口颯＜ん
（五反田3区 2歳6カ月）

お父さん 裕之 お母さん 京子

「音楽がかかるとすぐに踊りだすリズム感抜

群の元気息子です」

）
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レ
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ー中野球部県大会優勝
爾中柔道部県大会準優勝
県中学総体でー中野球部が優勝、南中柔道部が準優勝を

飾り、関束大会へのキップを手にしました。

関東大会は、野球が8月8日から宇都宮で柔道が8月9日

から横浜で行われます。

がんばるぞ （抱負）

ー中野球部主将 小沼大輝君 「新人戦の時から県を制覇

して関東大会に出場することが目標だった。ここまできた

ら、関東大会も1位で全国大会に行きたい」

南中柔道部主将 白土慶介君 「今までやってきた練習を

信じ、気持ちでは絶対負けない柔道をしてきます。関東大

会一勝を目標に正々堂々戦ってきたいと思います」
.,•., '.一 E -“’’••, 9、.;？t , •'. •一浸.. 
’ 

▲見事県総体保勝を飾った一中ナイン

‘、
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きれtat遠をいつまでも
日本下水道協会と日本水道新聞社共催の第39回全国下水

道促進デー・下水道いろいろコンクール作文部門において大

貫小学校2年宮部裕史君が入選を果たしました。

題名 「ぼくたちとげすいとう」 （一部抜粋）

ほくたちのために下水どうはないとこまるものだとお

もいます。でも、川やうみがよこれてももっとこまりま

す。だからおばあちゃんがおしえてくれたように、どく

になるものがなにかをしらべて、それをながさないよう

に気をつけようとおもいます。

みんなにも、おしえてあげて、気をつけてもらいたい

とおもいます。
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....完成した七夕飾りと一緒に（第l保育所）

▲たくさんおしゃべりたのしいな一（第2保育所）

「
邑
口
回
齢
者
ク
ラ
ブ
と
保
育
所
園
児
と
の
交
流
会
1

布しいちゃん、
布l9高ちゃん
仲良く道1舌うね
7月3日、第一保育所において、束光台

高齢者クラフと子どもたちが七夕飾りの制

作やコマやお手玉などの昔遊びで交流しま

した。

また、 7月6日には第二保育所において

くらしの会と緑寿会の皆さんと子どもたち

が町にまつわる昔話や大洗音頭などを一緒

に踊って交流を深めました。

参加したお年寄りからは「子どもたちに

元気をもらって若返った感じがする」子ど

もたちからは「おじいちゃん、おばあちゃ

んとたくさん遊べて楽しかった」との声が

聞かれ、また会う機会を楽しみにしていま

した。

‘,ノ

勒蒻9切卜＂鰈薗
7月16日、大洗文化センター大ホールにおいて大洗

荒磯太鼓保存会と大洗高校マーチングバンド ・ブルーホ

ークスのジョイントコンサート「大洗文化センター

2000」が大洗文化センター自主事業企画実行委員会の

主催により開催されました。

荒磯太鼓と大洗高校マーチングバンドに大きく貢献し

た有國浄光先生への感謝状の贈呈などが行われたオープ

ニングセレモニーの後、いよいよ演奏開始。

大洗高校マーチングバンドの全国レベルの演奏と荒磯

太鼓による大洗の磯の名にちなんだ風情豊かな太鼓が会

場に誓き渡り、ラストの「AMINOSHI」-Millennium

Versionーでは見事なジョイントを披露。会場に訪れた

800名の方々からは惜しみない拍手が送られていまし

た。
［荒磯太尺彎宮字7~バン r]
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幕
末
と
明
治
の
博
物
館
で
は
、
第
一

回
特
別
展
「
ト
ン
ボ
・
知
っ
て
る
？
ー

自

然

ト

ン

ボ

・
人
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。「
人
間
の
身
の
は
か
な
さ
」
の
象
徴

と
し
て
叙
情
的
な
表
現
で
描
か
れ
る
こ

と
が
多
い
ト
ン
ポ
。
そ
の
ト
ン
ボ
と
人

の
か
か
わ
り
に
重
点
を
お
い
た
展
示
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ト
ン
ボ
標
本
の
展
示
だ
け
で
は
な

く
、
美
術
、
工
芸
、
意
匠
、
文
学
、
歌

な
ど
ジ
ャ
ン
ル
を
越
き
た
さ
ま
ざ
ま
な

ト
ン
ボ
を
集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町

内
の
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
ト
ン
ボ
の

絵
の
展
示
や
期
間
中
ャ
コ
の
飼
育
、
観

察
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

幕
末
と
明
治
の
博
物
館

第
一
回
特
別
展

「
ト
ン
ボ
・
知
っ
て
る
？
」

くらしの情報
INFORMATION 

大洗町役場合267-5111

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

会
員
募
集

林十江「蜻蛉図」

（
 

期
間
／
9
月
10
日
ま
で
（
月
曜
日
休
館
）

入
館
料
／

一

般

7
0
0
円

中
高
生
3
0
0
円

小
学
生
ー
5
0
円

開
館
時
間
／
午
前
9
時
＼
午
後
4
時

問
合
せ
／
幕
末
と
明
治
の
博
物
館

6

(
2
6
7
)
2
2
7
6
 

大
洗
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
で
は
、

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
は
、
障
害
を
持
つ
子
ど
も
た

ち
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
活
動
を
し
て
お
り
、
療
育
キ
ャ
ン
プ

や
夏
の
集
い
の
参
加
、
日
帰
り
研
修
な

ど
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま

す
。肢

体
不
自
由
児
、
心
身
障
害
児
を
も

つ
親
の
方
の
こ
加
入
を
お
待
ち
し
て
ま

す
。
申
込
み
・
問
合
せ
／

大
洗
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

会
長
石
部
き
み

6

(
2
6
7
)
4
3
6
3
 

ワ
—
ル
ド
カ
ッ
フ
茨
城
開

催
記
念
メ
モ
リ
ア
ル
タ
イ

ル
参
加
者
募
集

二
0
0
二
年
F
|
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
茨
城
県
開
催
準
備
委
員
会
で
は
、

茨
城
開
催
記
念
メ
モ
リ
ア
ル
タ
イ
ル
事

業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

本
県
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
「
笠
間

焼
」
で
制
作
し
た
タ
イ
ル
に
二

0
0
ニ

年
F
ー

F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
公
式

エ
ン
ブ
レ
ム
と
、
あ
な
た
の
お
名
前

（
直
筆
）
を
焼
付
け
｀
永
く
ス
タ
ジ
ア

ム
の
壁
面
に
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
お

申
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
設
置
証

明
書
を
発
行
い
た
し
ま
す
。

申
込
締
切
ま
で
、
あ
と
わ
す
か
と
な

り
ま
し
た
。
早
い
機
会
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
参
加
費

一
人
ー
枚

2
、
5
0
0
円

▼
募
集
期
間

平
成
12
年
9
月
末
日
ま
で

▼
申
込
書

県
内
各
地
方
総
合
事
務
所
、
各
市
町

村
企
画
担
当
窓
口
等
に
て
配
布
中
、
県

立
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の
ア

ン
ト
ラ
ー
ズ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
も
申
込

み
を
受
付
し
て
い
ま
す
。

(8
月
12
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

二
0
0
二
年
F
|
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
メ
モ
リ
ア
ル
タ
イ
ル
事
務
局

6

(3
o
l
)
l
l
2
0
 

(
F
A
X
兼
用
）

｀ 

▲高年者クラブの皆さんの手で飾られた

文化センター階段のプランター

み
な
さ
ん
と
と
も
に
町
に
花
を
育

て
観
光
の
町
大
洗
を
よ
り
美
し
い
ま

ち
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
「
ま

ち
に
花
を
育
て
る
コ
ン
テ
ス
ト
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

対
象
／
た
く
さ
ん
の
人
の
目
に
ふ
れ

心
を
な
こ
ま
す
道
路
沿
い
の

花
壇
や
花
木
の
生
け
垣
、
塀
、

バ
ル
コ
ニ
ー
、
テ
ラ
ス
や
窓
、

壁
等
に
飾
ら
れ
て
い
る
花
な

ど
快
適
な
環
境
・
景
観
の
美

化
に
役
立
っ
て
い
る
も
の

応
募
方
法
／
本
人
が
申
し
込
む
方
法

と
推
鷹
を
す
る
第
三
者
が
申

し
込
む
方
法
が
あ
り
ま
す
。

応
募
対
象
の
全
景
を
写
真
（
サ

ー
ビ
ス
判
、
複
数
枚
可
）
と

応
募
希
望
者
（
推
薦
者
）
の

氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話

番
号
を
記
入
し
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
下
さ
い
。

〒
3
ー
ー
の
ー

3
9
2

大

洗
町
役
場
都
市
建
設
課
内
緑

化
推
進
協
議
会
事
務
局
「
ま

ち
に
花
を
育
て
る
コ
ン
テ
ス

ト
」
係

受
付
期
間
／
10
月
15
日
ま
で

発
表
／
入
選
発
表
は

10
月
下
旬
、
入

選
者
に
は
直
接
通
知
し
、
文

化
の
日
に
表
彰
式
を
行
い
ま

す
。
入
選
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

ま
ち
に
花
を
繭
て
る

コ
ン
テ
ス
h
作
品
蒻
黒
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バイバイサマー

「オーバー・ザ・
レインポー」
コンサー

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
末
日

が
納
期
で
す
。
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
障
害
基
礎
年
金
（
ケ
ガ
や
病

気
な
ど
で
障
害
者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
き
に
支
給
）
や
、
選
族
基
礎
年
金

（
夫
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
子
供
の
い

国
民
年
金
保
険
料
は
毎
月

忘
れ
す
納
め
ま
し
ょ
う

年
福
金
祉

卜

今年で4回目になるこのコンサー ト。． 
多彩なジャンルの生演奏で熱く、忙しかった夏と

、、さよなら＂し、体も心もリフレッシュして下さい 。

日時／9月3日（日）午後5時～

場所／大洗文化センター前広場

出演／ 大洗町民吹奏楽団

大洗荒磯太鼓保存会

コールさざなみ（女声コーラス）

大洗お話の会「松ぽっくり」

ドレミファキッズ

ロック グループ

u」

高校生バンド「這嵐」

問合せ／藤本弘幸

大山吐志

「Y k
 

合267-46:::,4

る
妻
に
支
給
）
の
支
給
条
件
を
満
た
せ

す
、
こ
れ
ら
の
年
金
を
請
求
で
き
な
く

な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
す

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

つ
い
う
っ
か
り
と
い
う
方
や
、
忙
し

く
て
と
い
う
方
に
は
保
険
料
の
口
座
振

替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

一
度
申
し
込

み
を
す
れ
ば
、
町
内
の
金
融
機
関
（
郵

便
局
を
除
く
）
の
指
定
口
座
か
ら
毎
月

自
動
的
に
保
険
料
が
振
替
納
付
さ
れ
ま

す
。ま
た
、
経
済
的
に
ど
う
し
て
も
保
険

料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
い
う
場
合
に

は
保
険
料
の
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
自
身
の
年
金
権
を
確
保
す
る

た
め
に
も
未
納
の
ま
ま
に
し
な
い
で
、

申
請
免
除
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

ヽ゚し問
合
せ
／
国
民
年
金
係
（
内
線
l
l
4
)

fl267-2069 

福
祉
の
分
野
で
就
職
な
ど
を
希
望
す

る
方
を
対
象
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
3
級

課
程
養
成
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

期
間
／
9
月
20
日
312
月
6
日
ま
で
の

毎
週
水
曜
日

会
場
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ゆ
っ
く
ら
健
康
館

定
員
／
30
名
（
希
望
者
多
数
の
場
合
は

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
）

参
加
費
／
無
料
（
教
科
雷
代
、
実
習
費
、

保
険
代
は
自
己
負
担
）

申
込
み
／
8
月
21
日
ま
で
に
社
会
福
祉

協
議
会
に
お
申
込
み
下
さ
い

6

(
2
6
6
)
3
0
2
l
 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
3
級
課
程

養
成
研
修
の
お
知
ら
せ

児
菫
扶
養
手
当
•
特
別
児
董

扶
養
手
当
所
得
状
況
届
の
提

出
に
つ
い
て

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
や
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

8

月
1
日
現
在
で
前
年
の
所
凜
状
況
等
を

届
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
該
当
者

に
は
、
後
日
書
類
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

本
年
8
月
以
降
も
引
き
続
き
手
当
を
受

給
す
る
た
め
に
必
要
な
大
切
な
届
で
す

か
ら
、
必
す
提
出
し
て
下
さ
い
。

問
合
せ
／
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
内
線
1
5
l
)

▼一

金

ー
、
0
0
0
、
0
0
0
円

社
会
福
祉
事
業
の
一
部
と
し
て

匿
名

▼
太
陽
電
池
式
大
時
計
ー
基

(
6
6
7
、
8
0
0
円
相
当
）

第

一
中
学
校
備
品
と
し
て

大
洗
町
立
第
一
中
学
校
平
成
11
年
度

卒
業
生

一
同

▼
赤
外
線
オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー

ー

基

(l
o
o
‘
0
0
0
円
相
当
）

大
貫
小
学
校
用
備
品
と
し
て

大
洗
町
立
大
貫
小
学
校
平
成
11
年
度

卒
業
生
＿
同

▼
校
訓
「
求
め
る
生
徒
像
」
額
装
一
式

寄 付
敬称略

（
サ
イ
ズ
ー

3
7
c
m
x
9
2
c
m
)

(
3
0
0
、
0
0
0
円
相
当
）

南
中
学
校
用
備
品
と
し
て

大
洗
町
立
南
中
学
校
平
成
11
年
度
卒

業
生

一
同

▼
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

(
0
日
P
)
ー
基

O
H
P
用
映
写

台

ー

台

(
2
7
9
、
3
0
0
円
相
当
）

祝
町
小
学
校
用
教
育
備
品
と
し
て

昭
和

25
年
度
磯
浜
祝
町
小
学
校
卒

業
同
窓
生

一
同
幹
事
代
表
西
念
幸
吉

▼一

金

3
0
0
、
0
0
0
円

南
中
学
校
中
央
メ
デ
ィ
ア
（
図
書
室
）

用
書
籍
代
と
し
て

大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

会

長

池

田

新

▼
一金

5
0
0
、
0
0
0
円

文
化
振
興
事
業
の
一
部
と
し
て

社
団
法
人
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
第
33

回
関
東
地
区
大
会
会
長
松
平
忠
晃

▼
ピ
ア
ノ
カ
バ
ー

(
2
8
、
8
0
0
円

相
当
）
夏
海
幼
稚
園
備
品
と
し
て

大
洗
町
立
夏
海
幼
稚
園
平
成
11
年
度

卒
園
児

＿
同

▼一

金
2
0
`
0
0
0
円

祝
町
小
学
校
教
育
備
品
購
入
資
金
と
し
て

大
洗
町
立
祝
町
小
学
校
平
成
11
年
度

卒
業
生
一
同

▼
時
計
5
台

(
4
5
、
0
0
0
円
相
当
）

夏
海
小
学
校
教
育
備
品
と
し
て

大
洗
町
立
夏
海
小
学
校
平
成
11
年
度

卒
業
生

一
同

▼
眼
鏡
2
個

(
5
0
、
0
0
0
円
相
当
）

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
た
め

大
貫
町
49
の
ー

三
村
将
夫
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検診日程及び会場

（ 

月日 会 場 時 間

9月7日 神山集落センター 午前930-11 00 

（木） 大貫集会所 午後l00~ 3 00 

9月8日 上宿集会所（夏海） 午前930-11 DD 

（金） 寺釜集会所 午後l00- 3 00 

9月10日
ゆっくら健康館

午前930-1100 

（日） 午後l00-3 00 

9月13日 松川集落センター 午前930-7 7 DD 

（水） 角ー集会所 午後l00- 3 00 

9月14日
堀割集会所

午前930-1700 

（木） 午後l00- 3・00 

9月18日
ゆっくら健康館

午前930~1l 00 

（月） 午後lDO- 3 00 

9月19日 新町会館 午前930-11 00 

（火） 松ヶ丘住宅集会所 午後l00- 3 00 

9月20日
大洗漁業協同組合

午前930-11 00 

（水） 午後l00~ 3 00 

9月21日
ゆっくら健康館

午前930-11 00 

（木） 午後l00- 3 00 

9月22日
束光台集会所

午前930-11 00 

（金） 午後l00~ 3 00 

今
年
度
も
9
月
に
健
康
診
断
を
実
施

い
た
し
ま
す
。
自
分
自
身
の
健
康
管
理

の
た
め
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

40
歳
以
上
の
方

〔
基
本
健
康
診
査

・
結
核
健
康
診
断

・

肺
が
ん
検
診
〕

内
容
／
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

・
身
体

計
測

・
血
圧
測
定

・
尿
検
査

．
血
液
検

査
・
眼
底
検
査
・
心
電
屈
検
査
・
喀
痰

細
胞
検
査
、
前
立
腺
検
診

(60
歳
以
上

の
男
性
の
方
）

19
歳
i
39
歳
の
方

〔
成
人
病
検
診

・
結
核
健
康
診
断
〕

内
容
／
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

・
身
体

計
測

．
血
圧
測
定

．
尿
検
査

．
血
液
検

査

．
心
電
図
検
査

平
成
12
年
度
結
核
・
基
本

健
診
実
施
の
お
知
ら
せ

注
意
事
項

0
検
査
当
日
は
、
後
日
郵
送
さ
れ
る
ハ

ガ
キ
を
必
す
こ
持
参
下
さ
い
。
該
当

者
で
受
診
券
の
届
か
な
い
方
は
、
当

日
会
場
で
お
申
し
出
下
さ
い

0
4
月
8
日

・
9
日
に
行
わ
れ
た
総
合

検
診
を
受
け
た
方
は
、
今
回
対
象
と

な
り
ま
せ
ん

0
40歳
以
上
の
方
は
、
健
康
手
帳
を
こ

持
参
下
さ
い

〇
妊
娠
中
の
方
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
は
で
き
ま
せ
ん
。

0
ボ
タ
ン
や
金
具
の
付
い
た
衣
類
、
ラ

メ
ゃ
ビ
ニ
ー
ル
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
着

衣
及
び
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
着
け
て
の

受
診
は
こ
遠
慮
下
さ
い

〇
採
尿
は
会
場
で
行
い
ま
す

0
検
査
料
は
す
べ
て
無
料
で
す

問
合
せ
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康
増

進
係

6

(
2
6
6
)
l
o
l
o

相
談
日
／
毎
週
金
曜
日

場
所
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」

ー
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
午
後
ー
時
30
分

1
3
時

※
第
ー
金
曜
日
の
み
弁
護
士
の
相
談

（
要
予
約
）
相
談
無
料

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

C

(
2
6
6
)
3
0
2
l
 

■休
館
日

8
月
14
日
（
月
）

.
28
日
（
月
）

9
月
4
日
（
月
）

■貸
出
時
間

午
前
9
時
30
分

1
午
後
4
時
30
分

■貸
出
期
間

2
週
間
l
人
3
冊
ま
で

※
8
月
31
日
ま
で
は
、
午
後
5
時
30
分

ま
で
利
用
で
き
ま
す

図書室

心
配
こ
と
相
談

相 言火o火

11
日
（
月
）

21
日
（
月
）

｀
 

求
龍
堂
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ

ッ
ト
の
ふ
る
さ

と
を
訪
ね
、
物
語
誕
生
の
秘
密
か

ら
作
者
の
生
涯
ま
で
を
探
る
。
風

景
写
真
｀
絵
本
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
原

画
、
ス
ケ
ッ
チ
、
資
料
写
真
、
作

者
ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ
タ
ー
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
満
載
。文

芸
春
秋

代
々
の
名
優
が
あ
か
す
芸
の
秘

密
、
歌
舞
伎
の
神
髄
。
抱
腹
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
、
涙
の
秘
話
も
満
載
。

読
売
文
学
賞
受
賞
。
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関

容

子

著

芸
づ
く
し
忠
臣
蔵

丘
ピーターラピットからの手11f、

吉
田
塩
野
中
川

新

一

米
松
祐
二

ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト

か
ら
の
手
紙

監
修
・
文

文撮
影

R

書

紹
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●大洗文化センタ―• fl266-2442 

月日耀 催 事内容 開始峙屑 開催場祝 這方法

8 30 水私鉄関東地連第55回定期大会 9.00~ 全館 関係者

3日クロダイ釣り講習会 9.00~ 大会鼠宦 無料， l O 日 「虚ケットモンスター」上餃会 9.00~ ホー）レ 有 料
l 5 金敬老会 g・oo~ ホー）し 関係者

町・県民税（第2期）

国民健康保険 （第3期）

国民年金(8月分）

納期は

8月31日迄です。

2000.8.7 広報おおあらい (14) 



，，， 

被保険者

（加入する人）

保険者

（運営するところ）

保険料（税）

サービスの
受け方

保険証

... 

(15) 広報おおあらい 2000.8.7 

医療保険と介護保険、 °
0 

どこがちがうの？

医療保険 介護保険

年齢にかかわらす全員が加入 40歳以上の全員が加入

●国民健康保険の場合 ●第1号被保険者

本人も家族も被保険者（世帯単位で加入） 65歳以上の人 （個人単位で加入）

●その他の医療保険の場合 ●第2号被保険者

~ 

本人が被保険者。その家族は被扶養者 40~64歳の医療保険加入者 （個人単位

（個人単位で加入） で加入）

●国民健康保険の場合

大洗町 大 洗 町
●その他の医療保険の場合

健康保険組合、政府管掌保険など

●国民健康保険の場合 ●第1号被保険者の場合

次の①～④の方法を基本に組み合わせ 2,350円の基準額に、所得に応じた料

て決められます 率を乗じて決められます

①所律割額、②平等割額、③均等割額、 ●第2号被保険者の場合

④資産割額 健康保険料と同じように被保険者の収

●その他の医療保険の場合 入に応じて決められ、健康保険料に上

被保険者の収入に応じて決められます 乗せして徴収されます（定率か定額）

被保険者証を提示し、
原則として、要介護認定の申請・認定を

経てから、サービスを受けます（自己負
●国民健康保険の場合（一般）

担1割）
3割の自己負担で治療を受けられます

※第2号被保険者 (40~64歳）の場合は、
●その他の医療保険の場合

脳血管疾患など、老化にともなって生じた
本人2割、家族3割の自己負担で治療を

病気 (15種類の特定疾病）に限り、介護
受けられます

サービスを受けられます

●国民健康保険の場合
●第1号被保険者の場合

原則として全員に交付されます
原則として、1世帯につき1枚交付されます

●第2号被保険者
●その他の医療保険の場合

要介護認定を受けた人、または保険証の
被保険者全員に交付されます

交付を申請した人のみ交付されます

』
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匂祝光膵館の1中贋入
~,J- t¥吟炉 、さ

ヶャリムシ
ヶャリムシを見ると海中に咲く一輪の花のように思われるの

ぇ

でしょう。実は、これでもれつきとした動物で、釣り餌として

おなじみの、ゴカイやイソメと同じ環形動物の仲間なのです。

ヶャリムシは、体から分泌する粘膜で、海中の泥や砂などをせい,..,
固めて作った棲管と呼ばれる、円筒状のかくれ家の中で生活し

ているため、外からは全体の姿を見ることは出来ません。花び
さいかん スさ

らのように広げたものは鯉冠と呼び、餌となる海中のプランク

トンを集めたり、呼吸を行っている大切な部分です。また、危

険を感じると、鯉冠は、棲管の中に素早く引っ込んでしまいま

す。そのため実際には、なかなか見つけにくい動物なのです。

編集発行●大洗l!IJ役場町長公室 〒311-1392茨城県乗茨城郡大洗町磯浜l!IJ688l-275 匹 029(267)51l l（代） 印刷●冨士オフセット印刷株式会社
うに9さ

@ '※この広報紙は、古紙配合率100％の再生紙を使用しています。
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